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研究成果の概要（和文）：本研究は旧約聖書を残した古代イスラエルの人々の墓制と他界観の解明を目的とした
研究である。初期鉄器時代にパレスチナ丘陵地に定住したイスラエル人の墓制は、海岸平野に居住したペリシテ
人などが土壙墓、石棺墓、甕棺墓など個人墓を基本にしたのとは対照的に、岩をくり抜いて仕上げた洞穴墓であ
り、基本的には家族墓であった。そこから、「先祖のもとに集められる」といった旧約聖書に頻繁にみられる埋
葬の記述はこうした墓制と無関係ではなかったことが判明する。他方、旧約聖書は一神教信仰のもとで、冥界に
ついて多くを語らないが、考古学的遺構や遺物は古代イスラエルの人々が死後の生活を前提にしていたことを明
らかにする。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the funerary system in the ancient 
Israel and the idea of the Other World. The Israelites settled down in the central hill region of 
Palestine in the Early Iron Age and used to bury the dead in the rock cave family grave in 
underground, while the Philistines and others who lived on the sea shore plain buried each one of 
their family members individually in a simple grave such as a cist grave or in a jar coffin. Such 
kind of the burial system in ancient Israel explains why the Hebrew bible usually uses the 
expression “be gathered to his people” in its burial stories. The archaeological findings, on the 
other hand, make it clear that the ancient Israelite people believed in the life after death, 
although the Hebrew bible keeps quiet about the world after death.

研究分野：宗教史学
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１．研究開始当初の背景 
かつて日本調査団が 1964-1966 年にイス
ラエルの遺跡テル・ゼロールにおける発掘調
査（団長、大畠清東京大学教授＜当時＞）で
発見された墓地遺跡は、古代イスラエルにお
ける墓制研究の基礎資料を提供した。しかし
ながら、それ以後も、古代イスラエルの諸遺
跡が調査され、新たな墓地遺構が発見されて
いるにもかかわらず、日本において、古代イ
スラエル時代の墓制研究は実施されてこな
かった。 
そうした背景のもと、本研究はあらためて
古代イスラエルの墓制を調査するとともに、
古代イスラエルの民が残し、人類宗教史に多
大な影響を及ぼした旧約聖書にみる他界観
とを比較検討しようとするものである。 
 
２．研究の目的 
後のユダヤ教に引き継がれ、キリスト教誕
生の土壌ともなった古代イスラエル宗教に
関しては、唯一神、律法、預言、歴史などの
観念が重視されてきたが、他界観にはこれま
で大きな関心が向けられてこなかったとい
ってよい。むしろ、一般的には、旧約聖書の
記述に基づき、古代イスラエルの他界観は、
後のキリスト教などと比べて、きわめて希薄
であるといわれてきた。事実、キリスト教に
定着した「天国と地獄」といった死後の観念
は旧約聖書にみられない。 
それに対して、本研究は、これまで考古学
的調査によって明らかにされてきた墓地遺
構の観察、およびそこから推定される他界観
念と旧約聖書にみる記述との比較考察を通
して、古代イスラエルの民が抱いていた他界
観の実証的・総合的解明を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究は、したがって、考古学発掘調査の
成果と旧約聖書文献学を突き合わせること
によって、古代イスラエル墓制と他界観を実
証的・総合的に明らかにする。そのために、
研究分担者はイスラエルにおける現地調査
を実施する。 
現地調査に関しては、研究代表者が 2006
年から調査団長として発掘調査を開始した
イスラエル・下ガリラヤの遺跡テル・レヘシ
ュの第二期発掘調査（2010 年以降は天理大
学・文学部教授・桑原久男氏が団長）に参加
してもらい、同遺跡の墓地の発見を目指すこ
とにした。 
 
４．研究成果 
古代イスラエルの墓制について明らかに
なったことは、なによりも、古代イスラエル
の民は基本的に家族墓を営んでいたことで
ある。ペリシテ人をはじめとし、海岸平野部
に居住した民族は土壙墓、石棺墓、さらには
甕棺墓などを残しているが、それらは、前述
したテル・ゼロールの墓地遺構がそうであっ
たように、基本的に個人墓であった。それと

は対照的に、初期鉄器時代（前 1200～1000
年頃）、パレスチナ丘陵部に定住して国家を
形成した古代イスラエルの民は、多くの場合、
岩盤を刳り抜いた洞穴墓を営んでいた。 
洞穴墓の形態は竪穴式と横穴式とがみら
れるが、おおむね、中央の広間の周囲に複数
の玄室が附属する形態をとる。そして、広間
部分には火をたいた痕跡がみられることか
ら、いわゆる祖先供養がなされたと解釈され
るのである。 
こうした考古学的な事実は、一方で、旧約
聖書の埋葬記事に繰り返される「先祖のもと
に集められた」（創世記 25章 8節他）という
表現が、単なる比喩ではなく、家族墓という
墓制を背景にしていた、ということを明らか
にした。その一方で、旧約聖書は死者儀礼を
禁じ、祖先祭礼を実施した事実を明瞭な形で
は書き残さなかった。しかし、考古学的資料
はひろく祖先祭祀を示唆していることが、本
研究により明らかにされた。旧約聖書が死者
儀礼を禁じた理由は、それが異民族の慣習で
あったからではない。むしろ、古代イスラエ
ルの民間では、じつは、ひろく祖先祭祀が実
施されていたのである。それは考古学資料が
文献資料を保管する端的な事例となるだろ
う。 
以上の成果とは別に、本研究は副次的にで
はあるが、きわめて重要な研究成果がもたら
された。それは、前述のテル・レヘシュ発掘
調査において、2016 年 8月、本研究の研究分
担者である小野塚拓造氏が担当する発掘調
査区域（遺跡の最頂部、鉄器時代層の直上部
分）において、紀元 1世紀に遡りうるユダヤ
教の会堂（シナゴーグ）跡が発見されたから
である。 
新約聖書の福音書は、イエス・キリストが
ガリラヤの会堂で教えを述べ伝えたことを
伝えているが、これまで、イエス時代に遡る
会堂はガムラ（ゴラン高原）とマグダラ（ガ
リラヤ湖北西岸）の二例が知られるだけであ
ったが、日本調査団により三例目が発見され
たことになる。この発見は、いわゆる聖書考
古学ニュースとして、またたく間に世界に伝
わった。この発見は、ローマ時代のテル・レ
ヘシュが極めて小さな村落であっただけに、
そのような小村落にもユダヤ教の会堂の存
在が確認されたという意味で、宗教史的にも
きわめて意義ある発見であった。数年後には、
公式的な成果報告が公刊されることになる
だろう。 
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